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口

覚

Ⅰ

は
じ
め
に

集
団
就
職
と
い
う
良
く
知
ら
れ
た
現
象
に
つ
い
て
、
巷
間
に
流
布
す
る
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
て
そ
の
全
体
像
や
詳
細
を
捉
え
よ

う
と
し
た
者
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
以
前
に
は
集
団
就
職
に
つ
い
て
の
明
確
な
定

義
が
な
か
っ
た
た
め
、
何
を
明
ら
か
に
す
べ
き
か
が
不
確
定
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
労
働
行
政
を
め
ぐ
る
資
料
は
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
保

存
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
し
、
半
世
紀
ほ
ど
前
の
労
働
行
政
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
関
係
者
に
め
ぐ
り
会
う
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
情
報
収

集
が
容
易
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
努
力
が
積
極
的
に
な
さ
れ
る
余
地
は
小
さ
く
な
ろ
う
。

実
際
に
は
、
辛
う
じ
て
残
さ
れ
て
き
た
行
政
文
書
や
当
時
の
新
聞
記
事
を
収
集
す
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
の
向
こ
う
に
あ
る
集
団
就
職

の
実
態
を
多
少
な
り
と
も
解
明
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
う
し
た
手
法
に
依
拠
し
つ
つ
、
集
団
就
職
を
「
主
に
戦
後
・
高
度
経
済

成
長
期
に
公
的
機
関
の
諸
制
度
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
新
規
中
卒
就
職
者
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
若
年
労
働
力
移
動
現
象
お
よ
び

関
連
現
象
」（
山
口
、
二
〇
一
六
）
と
定
義
し
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。「
公
的
機
関
の
諸
制
度
」
の
中
心
に
は
広
域
職
業
紹
介
制
度
、
集

一



団
赴
任
制
度
、
集
団
求
人
制
度
の
三
つ
が
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
は
求
人
企
業
を
探
す
た
め
の
求
人
開
拓
、
求
職
者
を
探
す
た
め
の
求
職
開

拓
も
重
要
と
な
る
。

本
稿
で
は
特
に
集
団
赴
任
制
度
に
注
目
す
る
。
集
団
赴
任
と
は
、
い
わ
ゆ
る
就
職
列
車
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
複
数
の
就
職
者
た
ち
を

集
合
的
な
手
段
に
よ
っ
て
遠
隔
地
へ
送
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
文
献
で
は
「
一
九
五
四
年
青
森
発
上
野
行
き
就
職
列

（
�
）

車
」
を
日
本
初
の
就
職
列
車
、
あ
る
い
は
集
団
就
職
の
嚆
矢
で
あ
る
と
説
明
し
て
き
た
（
た
と
え
ば
加
瀬
、
一
九
九
七
な
ど
）。
九
州
出

身
者
を
主
た
る
対
象
と
し
た
澤
宮
（
二
〇
一
七
）
の
『
集
団
就
職
』
で
も
、
集
団
就
職
の
開
始
時
期
は
、
こ
の
列
車
が
運
行
さ
れ
た
一
九

五
四
年
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
集
団
就
職
は
高
度
経
済
成
長
期
と
結
び
つ
け
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
一
般

に
高
度
経
済
成
長
期
は
一
九
五
五
〜
七
三
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一
九
五
四
年
は
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ず
れ
は
単
な
る
誤
差

で
は
な
い
。
実
は
、
一
九
五
四
年
に
お
け
る
青
森
県
か
ら
の
就
職
列
車
は
、
好
景
気
で
な
い
時
期
で
あ
れ
ば
こ
そ
運
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
し
か
も
同
県
か
ら
の
集
団
赴
任
は
す
で
に
こ
の
前
年
に
は
確
認
で
き
る
。

一
九
五
四
年
の
就
職
列
車
を
め
ぐ
る
神
話
化
さ
れ
た
語
り
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
集
団
赴
任
の
具
体
的
な
情
報
を
も
っ
て
そ
の
誤
り
を

指
摘
し
た
（
山
口
、
二
〇
一
六
）。
戦
前
の
一
九
三
〇
年
代
に
遠
隔
地
間
で
の
職
業
紹
介
を
可
能
と
す
る
広
域
職
業
紹
介
制
度
が
整
備
さ

れ
て
い
く
中
で
（
苅
谷
他
編
、
二
〇
〇
〇
）、
集
団
赴
任
制
度
も
ま
た
主
に
戦
時
体
制
下
で
確
立
さ
れ
た
。
日
本
最
初
の
専
用
臨
時
就
職

（
�
）

列
車
は
「
一
九
三
九
年
秋
田
発
上
野
行
き
」
で
あ
っ
た
（
山
口
、
二
〇
一
六
）。
同
じ
く
一
九
三
九
年
以
降
で
は
、
軍
需
工
場
が
集
中
し

て
い
た
愛
知
県
に
も
多
数
の
「
少
年
産
業
戦
士
」
が
就
職
列
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
た
（
山
口
、
二
〇
一
八
）。
一
九
四
二
年
三
月
の
同

県
へ
の
集
団
赴
任
者
数
は
お
よ
そ
一
万
人
を
数
え
た
。

一
九
五
一
年
に
は
戦
後
初
の
専
用
臨
時
就
職
列
車
と
目
さ
れ
る
「
織
女
星
号
」
が
長
野
県
か
ら
名
古
屋
に
向
け
て
運
行
さ
れ
た
。
こ
の

列
車
を
含
め
、
一
九
六
二
年
ま
で
は
労
働
力
供
給
県
の
行
政
が
集
団
赴
任
を
実
施
し
て
い
た
。
一
九
六
三
年
三
月
か
ら
は
労
働
省
が
日
本

就
職
列
車
と
就
職
船
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交
通
公
社
に
依
頼
す
る
こ
と
で
集
団
赴
任
が
全
国
的
に
一
元
化
さ

れ
た
。
そ
れ
を
計
画
輸
送
制
度
と
呼
び
、
一
九
七
六
年
ま
で
続
い

た
。
計
画
輸
送
の
終
了
後
で
も
、
少
な
く
と
も
一
九
八
〇
年
ま
で

集
団
赴
任
を
実
施
し
て
き
た
青
森
県
の
例
も
あ
る
（
山
口
、
二
〇

一
六
・
一
六
二
）。

こ
の
よ
う
に
集
団
赴
任
制
度
に
つ
い
て
は
一
定
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
特
定
の
対
象
地
を
設
定
し
、

集
団
赴
任
を
通
時
的
に
見
て
い
く
よ
う
な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
本
稿
で
は
戦
後
の
大
分
県
（
図
１
）
を
対
象
に
、
集
団
赴
任

の
展
開
を
詳
述
し
て
み
た
い
。
同
県
で
は
一
九
五
三
年
か
ら
七
四

年
ま
で
集
団
赴
任
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
当

初
で
は
主
に
船
舶
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
計
画
輸
送
制
度
が
開
始

さ
れ
た
一
九
六
三
年
以
降
に
は
鉄
道
利
用
に
一
元
化
さ
れ
た
。
地

方
紙
『
大
分
合
同
新
聞
』
が
か
な
り
詳
細
な
関
連
記
事
を
毎
春
掲

載
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
集
団
赴
任
を
理
解
す
る
上
で
同
県
は
興
味
深
い
対
象
地
と
な
る
。
な
お
、
大
分
県
総
務
部
総
務
課
編
（
一

九
九
一
）
な
ど
に
も
集
団
就
職
に
関
連
す
る
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
一
般
的
な
説
明
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。

以
下
で
は
ま
ず
、
戦
後
の
大
分
県
に
お
け
る
集
団
就
職
の
概
要
を
示
し
た
い
。
一
般
に
集
団
就
職
は
高
度
経
済
成
長
期
と
結
び
つ
け
て

語
ら
れ
る
し
、
集
団
就
職
者
数
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
後
に
お
け
る
関
連
諸
制
度
の
展
開
は
一
九

図 1 大分県と主要鉄道線
注：県内の行政界は 2010年代のものである。
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五
〇
年
頃
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
説
明
を
お
こ
な
っ
た
上
で
集
団
赴
任
の
話
に
移
り
た
い
。

Ⅱ

大
分
県
か
ら
の
集
団
就
職

（
１
）
一
九
五
二
年
の
紡
績
業
界
の
操
短
と
集
団
就
職
の
「
再
開
」

集
団
就
職
と
呼
び
得
る
現
象
は
戦
時
体
制
下
の
大
分
県
で
も
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
一
九
四
四
年
三
月
二
二
日
に
は
大
分
市
に
お
い

て
国
民
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
「（
少
年
）
産
業
戰
士
壯
行
大
會
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
就
職
者
は
「
少
年
少
女
で
あ
り
な
が

（
�
）

ら
父
母
の
膝
許
を
離
れ
て
遠
く
外
地
や
東
京
そ
の
他
遠
隔
地
に
進
出
」
す
る
と
さ
れ
た
。

集
団
就
職
は
大
戦
末
期
に
は
弱
化
し
、
つ
い
に
は
休
止
す
る
。
戦
後
に
は
、
職
業
紹
介
法
に
代
わ
る
職
業
安
定
法
が
一
九
四
七
年
に
施

行
さ
れ
た
も
の
の
、
職
業
紹
介
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
交
通
手
段
は
各
地
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
広
域
職
業
紹
介
や
集
団
赴
任
を
実
施
で
き
る

状
況
に
は
な
か
っ
た
。
他
方
で
特
に
一
九
四
〇
年
代
後
半
で
は
紡
績
業
を
中
心
と
し
た
鉱
工
業
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
大
分
県
で
は
一

（
�
）

九
四
九
年
に
「�
女
工
哀
史
�
も
昔

貯
金
で
明
る
い
富
士
紡
中
津
工
場
」
と
の
記
事
を
確
認
で
き
る
。
遠
隔
地
間
で
の
就
職
移
動
も
な

さ
れ
て
い
た
。
戦
時
体
制
下
で
は
集
団
就
職
の
制
度
化
に
よ
っ
て
縁
故
や
募
集
人
を
介
す
る
就
職
が
排
除
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
が
（
山

口
、
二
〇
一
八
）、
終
戦
後
に
は
縁
故
や
募
集
人
を
介
し
て
遠
近
の
大
企
業
に
就
職
す
る
新
規
学
卒
就
職
者
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た

（
�
）

と
え
ば
一
九
五
三
年
の
記
事
で
は
「
兵
庫
県
の
小
泉
製
麻
は
三
千
人
の
従
業
員
の
う
ち
八
百
人
は
（
大
分
）
県
人
が
占
め
」
て
い
た
と
い

う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
分
県
で
は
こ
の
五
三
年
前
後
に
集
団
就
職
の
態
勢
が
（
再
）
確
立
さ
れ
て
い
く
。
言
い
換
え
れ
ば
、
小
泉
製

麻
な
ど
の
特
定
企
業
で
は
、
大
分
県
出
身
若
年
労
働
者
の
縁
故
就
職
が
そ
れ
以
前
か
ら
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
頃
に
は
、
県
内
就
職
が
困
難
な
鹿
児
島
県
な
ど
に
お
い
て
、
広
域
職
業
紹
介
制
度
や
集
団
赴
任
制
度
が
改
め
て
重
視
さ
れ

就
職
列
車
と
就
職
船
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て
い
た
。
一
九
五
一
年
に
は
同
県
出
水
駅
か
ら
約
六
〇
名
が
集
団
赴
任
し
た
と
の
記
録
が
あ
り
（
山
口
、
二
〇
一
六
・
一
三
五
）、
同
じ

年
に
は
上
述
し
た
よ
う
に
戦
後
最
初
の
専
用
臨
時
就
職
列
車
と
目
さ
れ
る
「
織
女
星
号
」
が
長
野
県
か
ら
運
行
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
大
分

（
�
）

県
か
ら
の
県
外
就
職
に
関
し
て
は
、
中
津
職
安
に
よ
る
北
九
州
方
面
で
の
求
人
開
拓
、
あ
る
い
は
臼
杵
職
安
管
内
出
身
者
の
小
泉
製
麻

（
�
）

（
�
）

（
神
戸
市
、
五
五
名
）、
東
京
麻
糸
（
大
阪
府
岸
和
田
市
、
二
〇
名
）
へ
の
就
職
と
い
っ
た
職
安
単
位
で
の
動
き
が
確
認
さ
れ
る
。

集
団
就
職
の
関
連
で
は
「
不
当
雇
用
慣
行
」（
な
い
し
「
い
わ
ゆ
る
人
身
売
買
」）
を
め
ぐ
る
対
策
に
つ
い
て
も
見
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
誘
拐
さ
れ
た
子
ど
も
が
農
家
に
売
ら
れ
た
と
い
う
「
栃
木
事
件
」
が
一
九
四
八
年
一
二
月
に
発
覚
す
る
と
、
こ
う
し
た
明
確
な
人
身

売
買
だ
け
で
な
く
、
募
集
人
を
介
す
る
年
季
奉
公
な
ど
に
対
し
て
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
不
当
な
雇
用
慣
行
だ
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
で
国
際
問

題
化
し
た
（
山
口
、
二
〇
一
六
・
一
八
八
）。
こ
の
時
期
に
は
労
働
行
政
が
強
化
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
旧
来
か
ら
の
雇
用
慣
行
を
解

消
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
の
大
分
県
で
は
、
求
人
者
と
中
卒
求
職
者
の
双
方
に
対
し
て
「
職
業
安
定
所

（
�
）

は
新
ら
し
い
法
律
で
從
來
と
面
目
を
改
め
て
活
発
に
活
動
し
て
い
る
か
ら
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
公
共
職
業
安
定
所
が
自
ら
呼
び
掛

け
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
に
拍
車
を
掛
け
た
の
が
一
九
五
二
年
春
に
実
施
さ
れ
た
紡
績
業
界
に
お
け
る
操
業
短
縮
（
操
短
）
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン

ス
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
が
綿
製
品
の
輸
入
制
限
を
打
ち
出
し
た
た
め
、
通
産
省
は
十
大
紡
を
中
心
と
し
た
全
国
百
六
の
紡
績
会
社
に
対
し
て

（

）

四
割
操
短
を
実
施
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。
そ
し
て
「
不
況
の
あ
お
り
を
く
っ
た
紡
績
十
大
会
社
で
は
約
二
万
人
の
過
剰
女
工
を
�
お
里
帰

り
制
�
な
ど
で
や
り
く
り
し
始
め
る
一
方
、
予
定
し
て
い
た
三
月
の
新
規
採
用
を
取
消
す
会
社
も
続
出
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
ざ
っ
と
四

万
人
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
娘
た
ち
の
行
方
は
不
況
の
農
村
に
暗
い
話
題
を
投
げ
て
い
る
。
…
…
各
県
当
局
と
も
こ
れ
と
い
う
対
策
は
な

（

）

い
よ
う
だ
が
、
早
く
も
人
身
売
買
防
止
の
手
を
打
っ
て
い
る
県
も
あ
る
く
ら
い
だ
」。
大
分
県
内
で
も
富
士
紡
大
分
工
場
や
鐘
紡
中
津
工

（

）

場
で
同
様
の
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
に
お
け
る
集
団
赴
任
の
「
再
開
」
は
一
九
五
一
年
に
は
確
認
で
き
る
が
、
集
団
就
職
に
関
す

就
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る
現
象
が
多
数
の
労
働
力
供
給
県
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
五
二
年
の
操
短
が
あ
ろ
う
。
同
年
一
月
に
は
中
央
青
少
年
問
題

（

）

協
議
会
が
「
い
わ
ゆ
る
人
身
売
買
対
策
要
綱
」
を
定
め
て
い
る
。
操
短
と
不
当
雇
用
慣
行
へ
の
対
策
は
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

公
的
機
関
に
よ
る
労
働
市
場
へ
の
制
度
的
介
入
の
強
化
で
あ
る
。

大
分
県
に
と
っ
て
一
九
五
二
年
の
操
短
は
県
外
就
職
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
矢
先
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
別
府
職
安
で
は

「
就
職
先
が
県
外
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
と
し
の
就
職
戦
線
の
特
色
で
、
同
所
で
は
県
外
に
大
量
求
人
を
獲
得
し
て
喜
ん
だ
の
も

束
の
間
、
繊
維
業
界
の
苦
し
い
見
通
し
か
ら
十
三
日
ま
で
に
愛
知
日
興
三
十
五
名
、
同
マ
ル
タ
ケ
繊
維
十
五
名
、
岡
山
カ
バ
ヤ
十
二
名
、

新
栄
工
場
五
名
な
ど
県
外
の
九
〇
％
が
求
人
申
し
込
み
を
解
消
、
こ
れ
ま
で
好
条
件
を
備
え
て
い
た
小
泉
製
麻
も
三
十
七
名
の
応
募
者
を

（

）

数
次
に
わ
た
つ
て
フ
ル
イ
に
か
け
結
局
一
名
採
用
予
定
と
い
う
厳
選
ぶ
り
」。
こ
れ
に
対
し
て
ま
ず
実
施
さ
れ
た
の
は
地
元
の
中
小
企
業

（

）

に
対
す
る
求
人
開
拓
の
強
化
で
あ
っ
た
。『
大
分
合
同
新
聞
』
で
戦
後
初
め
て
「
集
団
就
職
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら

（

）

く
、
大
分
職
安
に
よ
る
大
分
市
内
の
商
店
や
木
工
所
向
け
の
「
集
團
就
職
あ
っ
せ
ん
」
を
報
じ
た
一
九
五
二
年
の
記
事
で
あ
ろ
う
。
大
分

県
行
政
は
同
年
春
に
は
大
阪
府
に
現
地
駐
在
員
を
置
い
て

求
人
開
拓
を
進
め
る
動
き
も
見
せ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

一
九
五
二
年
三
月
卒
業
者
に
関
わ
る
一
九
五
一
年
度
の
大

分
県
の
予
算
で
は
、
求
人
開
拓
費
の
予
算
額
は
五
三
年
度

の
わ
ず
か
十
分
の
一
で
あ
っ
た
（
表
１
）。
求
人
開
拓
は

ま
さ
に
こ
の
時
期
か
ら
急
激
に
強
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。

表 1 大分県の求人開拓費予算額
（1951～58年度）

予算額（円）

100000

975100

1040000

745500

723465
［決算額］723465

723600
［決算額］1358953

783000

注：1952年度はデータ未入手。
1956・57年度については資
料に決算額も記載されてお
り，表中に示した。

資料：大分縣『職業安定行政年
報』昭和 26年版・1955～
1958年版。

年度

1951

1953

1954

1955

1956

1957

1958
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（
２
）
大
分
県
に
お
け
る
集
団
就
職
の
強
化

次
に
、
集
団
赴
任
が
開
始
さ
れ
た
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
至
る
大
分
県
の
集
団
就
職
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
な
お
、

こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
た
集
団
赴
任
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
で
扱
う
。

（

）

一
九
五
三
年
三
月
卒
業
生
に
つ
い
て
は
「
大
分
県
の
県
外
進
出
は
昨
年
の
五
倍
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
同
県
の
労
働
行
政
は
こ
の
年

の
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
県
外
就
職
関
連
業
務
を
前
年
よ
り
も
強
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
県
職
安
課
で
は
一
月
初
旬
か
ら
「
阪

神
、
中
京
地
帯
の
各
工
場
と
連
絡
を
と
っ
て
求
人
開
拓
を
行
っ
て
」
お
り
、「
さ
ら
に
知
事
、
副
知
事
、
県
議
ら
に
も
出
張
し
て
も
ら
っ

（

）

て
求
人
開
拓
を
計
画
」
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
月
末
の
時
点
で
は
「
い
ま
ま
で
に
決
定
し
た
も
の
は
わ
ず
か
一
割
程
度
に
し
か
す
ぎ
な

い
。
こ
れ
に
対
し
鹿
児
島
、
宮
崎
な
ど
の
他
県
で
は
生
徒
を
引
率
し
て
行
っ
て
の
積
極
的
な
売
り
込
み
戦
法
で
相
当
な
能
率
を
あ
げ
す
で

（

）

に
仕
事
に
就
い
た
生
徒
も
か
な
り
あ
る
」。
前
年
の
五
二
年
十
月
に
は
文
部
省
が
卒
業
前
の
就
職
を
禁
じ
る
通
達
を
出
し
て
い
た
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
鹿
児
島
県
な
ど
は
そ
の
通
達
を
無
視
す
る
動
き
を
見
せ
て
お
り
、
競
合
す
る
労
働
力
供
給
県
の
動
向
を
大
分

県
も
注
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
県
外
就
職
者
は
増
加
し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
「（
昭
和
）
二
十
八
年
三
月
卒

（

）

業
者
は
就
職
狀
況
が
か
ん
ば
し
く
な
く
、
こ
の
秋
最
後
の
縣
外
就
職
者
（
阪
神
地
方
紡
績
関
係
）
を
送
り
出
し
た
」
と
い
う
。

前
年
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
て
か
、
翌
五
四
年
で
は
「
今
春
は
全
く
新
し
い
試
み
と
し
て
、
阪
神
地
方
や
名
古
屋
方
面
の
主
と
し
て

（

）

機
械
、
鐵
工
関
係
の
小
口
求
人
に
対
し
、
縣
内
の
高
校
や
中
学
卒
業
の
男
子
が
紹
介
さ
れ
た
」。
つ
ま
り
こ
の
時
の
県
外
で
の
求
人
開
拓

で
新
た
に
得
ら
れ
た
就
職
口
の
多
く
は
中
小
企
業
の
も
の
で
あ
っ
た
。
中
小
企
業
へ
の
就
職
者
の
た
め
の
集
団
赴
任
は
「
小
口
求
人
に
対

（

）

す
る
集
團
赴
任
」
と
呼
ば
れ
、
特
定
の
日
程
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
た
大
企
業
向
け
の
就
職
移
動
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

た
。
大
企
業
へ
の
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
人
数
に
よ
る
個
別
の
赴
任
が
先
行
し
て
あ
り
、
遠
隔
地
の
複
数
の
中
小
企
業
に
対
す
る
集
団
赴

任
が
行
政
主
導
で
新
た
に
付
け
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
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（

）

な
お
、
同
年
度
の
求
人
開
拓
に
た
ず
さ
わ
っ
た
職
員
は
次
の
よ
う
な
情
報
に
接
し
て
い
る
。「
あ
る
会
社
に
就
職
し
た
縣
出
身
者
が
過

激
な
組
合
運
動
を
や
り
、
そ
の
た
め
会
社
が
長
期
間
操
業
を
停
止
す
る
止
む
な
き
に
至
つ
た
…
…
結
果
そ
の
会
社
で
は
、
大
分
縣
人
は
一

人
も
採
用
し
な
い
と
申
合
せ
た
」。
そ
の
た
め
、
求
人
開
拓
の
一
環
と
し
て
、
前
年
ま
で
に
県
外
就
職
し
て
い
た
若
年
労
働
者
に
対
す
る

企
業
へ
の
定
着
促
進
を
目
的
と
し
て
、
一
九
五
四
年
一
月
に
は
神
戸
市
の
小
泉
製
麻
や
川
崎
製
鉄
、
津
市
の
近
江
絹
糸
な
ど
に
お
い
て

「
巡
会
補
導
会
」
が
「
他
縣
に
さ
き
が
け
て
」
実
施
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
職
安
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
た
求
人
開
拓
は
、
他
県
と
の

競
合
を
通
じ
て
、
大
分
県
全
県
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
へ
と
変
化
し
て
い
く
。

（
３
）
集
団
就
職
の
拡
大

さ
て
、
こ
こ
で
大
分
県
か
ら
の
集
団
就
職
者
数
の
推
移
を
確
認
し
た
い
。
図
２
は
、
公
的
な
制
度
を
介
し
て
県
外
就
職
し
た
新
規
中
卒

者
数
を
示
し
て
い
る
。
一
九
五
三
年
の
県
外
就
職
者
数
は
前
年
の
一
八
二
人
か
ら
六
一
九
人
へ
と
急
増
し
た
と
は
い
え
、
一
九
五
〇
年
代

半
ば
ま
で
は
県
内
就
職
者
数
の
方
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
降
で
は
一
九
五
九
年
を
除
い
て
県
外
就
職
者
が
多
く
な
り
、
ピ
ー
ク
を

迎
え
た
一
九
六
四
年
に
は
四
二
七
七
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
で
は
県
内
就
職
者
数
が
一
定
の
水
準
で
維
持
さ
れ
た
一
方
で
、
県
外

就
職
者
数
は
激
減
し
て
い
く
。
一
九
七
九
年
に
は
県
内
・
県
外
が
同
数
の
二
二
〇
人
と
な
っ
た
。

一
九
六
〇
年
三
月
卒
業
者
は
前
年
に
比
し
て
県
外
就
職
者
数
が
急
増
し
、
県
内
の
そ
れ
は
急
減
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に

言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
原
因
は
県
内
事
業
場
が
将
来
性
、
賃
金
、
労
働
条
件
、
福
利
厚
生
施
設
な
ど
の
面
で
県
外
事
業
場
と
大
き
な
格
差
が
あ
る
か
ら

だ
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
昨
年
秋
か
ら
の
全
国
的
な
求
人
ブ
ー
ム
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
、
県
下
各
職
安
に
は
繊
維
関
係
を
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中
心
に
早
く
か
ら
求
人
申
し
込
み
が
殺
到
、
な
か

に
は
会
社
の
求
人
係
員
が
直
接
郡
部
の
学
校
な
ど

を
人
さ
が
し
に
回
っ
て
歩
い
た
り
し
た
こ
と
が
大

き
く
影
響
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
賃
金
の

点
か
ら
み
る
と
た
と
え
ば
県
内
中
小
企
業
は
中
学

卒
で
平
均
四
千
三
百
円
前
後
だ
が
、
県
外
の
鉄

鋼
、
繊
維
関
係
な
ど
は
い
ず
れ
も
六
千
五
百
円
か

ら
八
千
円
。
そ
の
ほ
か
の
業
種
で
も
五
千
円
以
下

の
業
者
は
ほ
と
ん
ど
例
外
。
さ
ら
に
将
来
性
に
し

て
も
退
職
金
制
度
、
失
業
保
険
制
な
ど
完
備
さ
れ

て
お
り
、
事
業
場
が
万
一
不
況
で
解
雇
と
い
っ
た

問
題
が
生
じ
て
も
さ
し
当
た
っ
て
一
応
の
身
の
安

定
は
保
た
れ
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を
身
に
つ

け
れ
ば
そ
れ
で
生
活
も
で
き
る
と
い
う
強
味
を
も

（

）

っ
て
い
る
わ
け
。

大
分
県
で
は
以
前
か
ら
「
農
業
縣
と
し
て
の
本
縣
の
宿
命
か
ら
し
て
、
農
村
の
二
三
男
対
策
と
し
て
も
、
こ
の
他
縣
へ
の
求
人
開
拓
と

（

）

い
う
面
が
行
政
上
大
き
く
打
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
県
外
か
ら
の
求
職
開
拓
が
強
ま
る
こ
と
で
他
県
へ

図 2 大分県における新規中卒者の就職先（県内・県外，各年
3月卒業者）

注：1959年以前と 60年以降については利用した資料の作成者
が異なるため，59年と 60年の間は破線で結んでいる。

資料：大分縣『職業安定行政年報』昭和 26年版・1955～1958
年版，大分県総務部調査広報課『県政のあゆみ』昭和 34
年版・昭和 38年版，労働省職業安定局雇用政策課編
（1979）『史料：戦後の労働市場（第 3巻）』。
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の
集
団
就
職
が
一
層
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
別
府
市
で
は
、
一
九
六
二
年
に
は
す
で
に
「
就
職
生
た
ち
を
県

外
の
職
場
に
と
ら
れ
る
こ
と
か
ら
…
…
別
府
市
内
の
事
業
主
た
ち
で
作
っ
て
い
る
別
府
市
雇
用
対
策
委
員
会
は
…
…
就
職
生
の
引
き
止
め

（

）

策
に
つ
い
て
協
議
し
」
て
い
た
。
県
内
で
の
労
働
力
不
足
が
少
し
ず
つ
顕
在
化
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
新
産
業
都
市
の
指
定
と
集
団
就
職
の
弱
化

同
県
の
大
分
地
区
は
一
九
六
四
年
に
新
産
業
都
市
と
し
て
指
定
さ
れ
、
大
分
市
の
鶴
崎
（
図
１
）
な
ど
を
中
心
に
大
規
模
な
工
業
地
域

開
発
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
分
県
で
は
県
外
就
職
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
動
き
が
強
化
さ
れ
て
い
く
。
一
九
七
〇
年
に
は
次
の

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
。

中
卒
県
外
就
職
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
卒
者
そ
の
も
の
の
数
が
年
々
減
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
富
士

鉄
大
分
製
鉄
所
の
建
設
着
工
、
東
芝
、
東
洋
陶
器
、
九
州
松
下
電
器
な
ど
の
大
手
企
業
の
県
内
進
出
で
、
大
分
県
も
こ
れ
ま
で
の
労

働
力
供
給
県
か
ら
労
働
力
需
要
県
と
な
り
、
地
元
引
き
止
め
策
が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
、
か
な
り
の
中
卒
者
た
ち
が
地
場
に
就
職
す

（

）

る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
原
因
と
み
ら
れ
て
い
る
。

大
分
県
で
は
一
九
七
〇
年
代
末
に
至
る
ま
で
県
内
よ
り
も
県
外
で
就
職
す
る
新
規
中
卒
者
が
多
か
っ
た
（
図
２
）。
し
か
し
同
県
は
一
九

（

）

六
九
年
に
は
労
働
力
供
給
県
か
ら
需
要
県
に
変
化
し
た
と
さ
れ
、
労
働
力
の
県
外
流
出
を
食
い
と
め
る
動
き
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
。
ま

（

）

た
「
新
産
都
建
設
の
熟
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
県
外
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン
労
働
者
が
目
立
」
つ
よ
う
に
も
な
っ
て
い
く
。
一
九
七
四
年
三
月

に
は
県
の
雇
用
対
策
協
議
会
が
雇
用
対
策
協
会
へ
と
改
組
さ
れ
、「
県
下
の
事
業
主
を
会
員
と
し
て
、
県
内
の
若
年
労
働
者
の
県
外
流
出
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防
止
、
県
外
労
働
者
の
県
内
受
け
入
れ
な
ど
、
積
極
的
な
行
動
に
乗
り
出
し
、
県
内
事
業
所
の
求
人
難
解
消
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い

（

）
る
」。県

外
就
職
者
に
対
し
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
「
激
励
壮
行
会
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
六
九
年
に
は
「
こ
れ
ま
で
盛
大

な
県
主
催
の
激
励
大
会
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
行
事
の
時
間
が
か
か
っ
て
就
職
者
た
ち
が
疲
れ
る
と
い
う
こ
と
や
『
県
外
就
職
生
た
ち
だ

け
派
手
な
激
励
大
会
を
す
る
の
は
新
産
都
建
設
な
ど
で
労
働
力
需
要
県
と
な
っ
た
大
分
県
の
現
状
か
ら
み
て
好
ま
し
く
な
い
』
と
い
う
地

（

）

場
企
業
か
ら
の
批
判
な
ど
も
あ
っ
て
、
こ
と
し
か
ら
簡
単
に
な
っ
た
」。
そ
し
て
一
九
七
一
年
に
は
つ
い
に
中
止
と
な
る
。「
こ
と
し
か
ら

県
内
企
業
へ
の
刺
激
を
避
け
て
十
数
年
来
の
恒
例
行
事
壮
行
会
な
ど
派
手
な
行
事
を
取
り
や
め
、
地
味
な
出
発
と
な
」
り
、「
胸
に
『
大

（

）

分
県
』
と
書
い
た
黄
色
い
リ
ボ
ン
が
つ
け
ら
れ
た
だ
け
」
で
あ
っ
た
。
他
方
で
一
九
七
二
年
に
開
催
さ
れ
た
「
金
の
卵
と
い
わ
れ
る
中
卒

者
の
県
内
就
職
者
の
受
け
入
れ
式
」
で
は
、
主
催
者
側
は
「
以
前
は
県
外
就
職
者
の
壮
行
会
が
盛
ん
だ
っ
た
が
、
最
近
は
大
分
に
も
働
く

職
場
が
た
く
さ
ん
ふ
え
、
み
な
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
労
働
力
が
必
要
に
な
っ
た
。
県
内
に
と
ど
ま
っ
て
郷
土
の
企
業
の
た
め
に
働
い
て
く

（

）

れ
る
み
な
さ
ん
に
感
謝
す
る
」
と
挨
拶
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
大
分
県
か
ら
の
集
団
就
職
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
状
況
に
即
し
た
一
九
五
二
年
に
お
け
る
紡
績
業
界
の
全
国
的
な
操

短
問
題
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
（
再
）
始
動
し
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
六
四
年
の
新
産
業
都
市

（

）

指
定
な
ど
の
影
響
や
新
規
中
卒
者
の
進
学
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
勢
い
を
弱
め
て
い
っ
た
。
で
は
、
こ
う
し
た
中
で
、
集
団
赴
任
は
い
か
に

実
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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Ⅲ

大
分
県
か
ら
の
集
団
赴
任

（
１
）
戦
後
大
分
県
か
ら
の
集
団
赴
任
の
開
始
と
拡
大

表
２
は
『
大
分
合
同
新
聞
』
の
記
事
や
行
政
資
料
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
、
一
九
五
三
年
か
ら
七
四
年
に
至
る
大
分
県
か
ら
の
集
団
赴

任
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
資
料
的
な
制
限
に
よ
っ
て
不
明
な
点
も
少
な
く
な
い
が
、
特
定
の
場
所
に
お
け
る
集
団
赴
任
関
連
の
情
報
が

通
時
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
管
見
の
限
り
な
か
っ
た
た
め
、
同
表
に
は
一
定
の
有
意
性
が
あ
ろ
う
。

新
聞
記
事
な
ど
で
は
集
団
赴
任
に
つ
い
て
「
第
Ｘ
陣
（
な
い
し
第
Ｘ
次
）」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
特
定
の
列
車
便
や
船
便
を
指
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
特
定
日
の
複
数
の
便
を
指
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
表
２
で
は
そ
れ
を
【
Ｘ
】
と
示
し

た
。
こ
れ
以
外
に
は
大
企
業
ご
と
の
就
職
移
動
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
就
職
移
動
の
中
で
資
料
で
確
認
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
【
他
】

（

）

と
い
う
表
記
で
示
し
て
い
る
。
一
九
六
六
年
の
欄
に
記
し
た
よ
う
に
、
集
団
赴
任
の
期
間
以
外
に
「
定
期
急
行
な
ど
を
利
用
」
し
て
個
別

に
就
職
移
動
す
る
人
々
も
あ
っ
た
。

（

）

さ
て
、
後
年
の
一
九
七
五
年
の
新
聞
記
事
に
は
大
分
県
か
ら
の
集
団
赴
任
が
「
昭
和
二
十
七
年
ご
ろ
に
登
場
」
し
た
と
あ
る
が
、
管
見

で
は
一
九
五
二
年
に
つ
い
て
は
関
連
情
報
を
見
出
せ
な
い
。
翌
五
三
年
に
つ
い
て
は
、
新
聞
記
事
に
限
定
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
二
度
に

（

）

渡
る
近
江
絹
糸
津
工
場
へ
の
赴
任
以
外
に
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
同
年
に
集
団
赴
任
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
『
職
業
安
定
広
報
』
な

ど
の
複
数
の
資
料
か
ら
理
解
さ
れ
る
（
表
２
）。
よ
っ
て
本
稿
で
は
大
分
県
で
の
集
団
赴
任
の
開
始
時
期
を
一
九
五
三
年
と
し
て
お
く
。

交
通
手
段
は
こ
の
時
点
で
は
船
便
と
列
車
便
が
併
用
さ
れ
て
い
た
。

（

）

翌
五
四
年
に
つ
い
て
は
大
分
県
の
広
報
誌
『
縣
政
の
窓
』
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
船
や
列
車
に
よ
る
三
陣
（
四
便
）

就
職
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表 2 大分県からの集団赴任（1953～1974年，各年 3月卒業者）

大分合同新聞
（その他）

A
B
C

1月 21日夕
4月 21日

3月 25日
D

5月 20日夕

3月 23日
3月 25日
3月 26日

3月 20日

3月 17日
E

集団赴任関連事項

「陸と海から新規学校卒業者の巢立ち：大分県の県外進出は昨年の五倍……
名残りのテープが五色に輝く別府港の就職船▲と健闘をはげます大分駅前
の壯行会」

「特に紡績関係の就職者は船▲で同時に送り出すが，この歓送風景は，バン
ド入りで非常に賑かで，別府埠頭の一偉観である」

「（昭和 28）学卒就職者集団赴任始まる（三月）」
【他】1月 19日 19 : 05大分発急行 33名（女 33）《津市・近江絹糸津工場》
【他】4月 20日 19 : 21大分発急行 86名（男 13，女 73）
《津市・近江絹糸津工場》
【他】3月 25日 15 : 00?▲ 22名《神戸市・小泉製麻》
【他】3月 25日 19 : 22大分発急行 7名
《愛知県一宮市・林産業（林紡績？）》
【他】3月 26日 詳細不明 14名《福岡県行橋市・郡是製糸宇之島工場》
【１】3月 29日 大分発急行 77名《中京》
【１】3月 29日▲ にしき丸 35名《阪神》
【他】4月 5日 詳細不明 8名《岡山市・竹村綿業》
【２】4月 8日 大分発 21名《名古屋 20・大阪 1》
【３】4月 15日 詳細不明 15名《阪神 9・中国 4・名古屋 2》
【他】4月 16日 詳細不明 21名《愛知県東浦町・大生織布》
【他】4月 27日 詳細不明 43名《津市・近江絹糸津工場・第 1次》
【他】5月 19日 詳細不明 30名《愛知県・都築紡績・第 1次》
【他】5月 31日 詳細不明 36名《津市・近江絹糸津工場・第 2次》
【他】6月 9日 詳細不明 14名《愛知県・都築紡績・第 2次》
【他】6月末？ 詳細不明 35名（男 10，女 25）《愛知県旭町・旭大隈機械》
【１】3月 22日 17 : 30▲ 臨時あかね丸 36名（男 29，女 7）《関西》
【中津１】3月 23日 18 : 55中津発東京行き急行 20名（男 15，女 5）
《名古屋》
【２】3月 23日 18 : 58大分発 50名《中京》
【中津２】3月 29日 11 : 00？中津発 35名《阪神》
【他】4月初旬 詳細不明 28名《近江絹糸》
【１】3月 19日 13 : 30▲ こがね丸 336名《大阪 224・名古屋 112》
【２】3月 21日 16 : 30▲ 200名《愛知県尾州絹化繊織物協同組合》
【３】3月 27日 詳細不明
【４】3月 30日 詳細不明
【５】4月 10日 詳細不明。以上で予計 1500名
【高】3月 8日▲ 詳細不明
【１】3月 16日 13 : 30▲ ①るり丸 365名《大阪・名古屋》
【２】3月 17日 詳細不明
【３】3月 30日 詳細不明
【４】3月 31日 詳細不明
【５】4月 11日 詳細不明。以上で予計 1850名

年

1953

1954

1955

1956

1957
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3月 16日
3月 17日

F

3月 14日
3月 15日
3月 17日

3月 14日夕

1月 7日
1月 31日
3月 13日
3月 14日
3月 15日
3月 20日

3月 16日
3月 18日

1月 13日
2月 16日
3月 16日夕
3月 17日
3月 18日

3月 16日
3月 17日
3月 19日

3月 16日
3月 17日
3月 18日
3月 19日

【１】3月 15日 14 : 30▲ こがね丸 450名《阪神》
【２】3月 16日 14 : 30▲ るり丸 370名《主に中京，京浜含む》
【３】3月 23日▲ 予 200《阪神》
【４】3月 30日▲ 予 250《中京》
【５】4月 1日▲ 予 250《主に阪神，京都含む》
【６】4月 6日▲ 予 250《中京・阪神》
【７】4月 13日▲ 予 250《中京・阪神》
【１】3月 14日▲ るり丸 558名《阪神》
【２】3月 16日▲ るり丸 440名《中京》
【３】4月 1日▲ 予 400《中京・東京・神戸》
【４】4月 2日▲ 予 300《阪神》
【５】4月 8日▲ 予 300《中京・阪神》
【１】3月 14日 14 : 30▲ にしき丸 439名《阪神》
【２～９】「4月 2日までに阪神地方に 3陣，中京地方に 5陣」。予計 3100名
【他・高】1月 5日？ 急行高千穂 8名《愛知県瀬戸市・タケオ電陶》
【高】3月 12日 17 : 30▲ あけぼの丸 54名（男 11・女 43）《不明》
【１】3月 13日 14 : 30▲ ①にしき丸 402名（男 248・女 154）《大阪》
【２】3月 14日 14 : 30▲ ①こがね丸 398名（男 165・女 233）《中京》
【３】3月 16日▲① 予 200名《中京》
【４】3月 16日▲② 予 250名《大阪》
【５】3月 17日▲① 予 200名《中京》
【６】3月 17日▲② 予 250名《中京》
【７】3月 18日▲① 予 450名《大阪・京都 17名（男 15，女 2）・東京》
【８】3月 19日▲② 予 450名《中京》
【１】3月 15日 15 : 30▲ 臨時あかね丸 約 670名（男 470，女 200）《大阪》
【２】3月 16日▲ 623名（男 373，女 250）《中京》
【３】3月 21日？▲ 予 700名《中京》
【４】3月 21日▲ 予 740名《中京 250・京阪神 310・東京 140・広島 40》
【５】3月 26日▲ 予 70《岡山》
大分発 20 : 27，中津発 23 : 01専用臨時就職列車 12両 4便，予計 3100名
【１】3月 16日 予 700名《大阪》
【２】3月 17日 20 : 26大分発 11両 予 600名《主に愛知，京都・岡山》
【３】3月 18日 《兵庫・広島・関東各都県》
【４】3月 19日 《石川・奈良・和歌山・福井・静岡・三重・長野》
大分発 18 : 21，中津発 21 : 25専用臨時就職列車 12両 4便，予計 3000名
（主要駅到着予定：広島 3 : 51，岡山 6 : 59，大阪 9 : 51，名古屋 14 : 20）
【１】3月 16日 690名（男 362，女 328）《大阪》
【２】3月 17日 727名《愛知・岐阜・岡山・広島》
【２】3月 17日 大分発急行高千穂（1両増結） 50名《神奈川》
【３】3月 18日 702名《愛知・兵庫・京都・滋賀》
【３】3月 18日 大分発急行高千穂（1両増結）《東京など関東》
【４】3月 19日 《奈良・和歌山など》
【１】3月 16日 18 : 43大分発 785名（大分 578＋中津 207）《中京》
【２】3月 17日 18 : 13大分発 931名（大分 794＋中津 137）《愛知・岐阜》
【３】3月 18日 18 : 13大分発 946名（大分 830＋中津 116）《大阪》
【４】3月 19日？ 詳細不明

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965
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3月 17日

3月 21日
3月 21日夕

3月 20日
3月 21日

3月 20日

3月 20日

3月 24日

3月 23日

3月 23日

3月 22日夕

注：表中の交通手段や赴任先の表記は基本的に資料のそれに従ったが，簡略化したものもある。
表中の【 】内の数字は集団赴任のいわゆる「第 X 陣」を，「高」は高卒者を，「他」はそ
の他を，「中津」は中津駅発を示す。また« 》は赴任先を，▲は別府港発の関西汽船を，①
は一便，②は二便を，■は大分空港発の日本国内航空を，「予」は予定人数を，「？」は不
確定の情報を，「夕」は夕刊を示す。

資料：大分合同新聞の当該記事。表中のアルファベットは以下の通りである。A：『職業安定広
報』4-6（1953），グラビアページ。B：大分縣広報協會『縣政の窓 十二月号』（1953），
p.17。C：大分県商工労働観光部職業安定課編（1988）『職業安定行政 40周年記念－この
10年のあゆみ－』，p.4。D：『縣政の窓 七月号』（1954），pp.38-39。E：『職業安定行政
年報 1957年』大分縣。F：『昭和三十三年学卆県外就職者集団赴任取扱要領』。なお，
B，D，F は大分県公文書館所蔵。

【１】3月 16日 18 : 28 大分発臨時急行 12両《愛知》
【１】3月 16日 18 : 43大分発急行高千穂《東京》，以上 2便で計 750名
【２】3月 17日 （夜）臨時急行《大阪・愛知・兵庫など》
【２】3月 17日 （夜）定期急行高千穂《東京》，以上 2便で計 700名
3月 18日以降では「就職生たちは定期急行などを利用」
【他・高】3月 20日 11 : 45＋17 : 05■ 2便で計 14名《東芝川崎工場》
【１】3月 20日 16 : 40大分発臨時急行第二日向 12両
《関西（275名）・中京》
【１】3月 20日 18 : 46大分発急行高千穂 74名，以上 2便で計約 1000名
【２～４】「この集団就職列車は二十三日まで毎日出発」，以上 4日で
総計 1500名

【他】3月 16日■ 大分・高松から計 31名《東芝川崎工場》
【１】3月 19日 17 : 53大分発臨時急行第二日向 13両，1064名
《関西・中京・中国》
【２】3月 22日 17 : 05大分発臨時急行くにさき 予 291名
（大分 169＋中津 40，残りは宮崎県から）
《東京・神奈川・静岡・奈良・和歌山・兵庫・三重など》
【他】3月 19日 9 : 20＋17 : 00■ 2便で計 38名《東芝》
【１】3月 19日 17 : 00大分発臨時列車 13両 1032名《中国・関西・中京》
【２～３】詳細不明
【１】3月 19日 16 : 10大分発あけぼの 852名（大分 552＋中津 300）
《中国・関西・中京》
【２】3月 22日 16 : 38大分発 予 123名（宮崎県からの就職者も混乗）
《東京・神奈川・静岡》
【１】3月 23日 16 : 38大分発（宮崎県発の列車を増結して 12両） 512名
《愛知・京都・滋賀・三重》
【２】3月 27日 予 270名《大阪・岡山》
【１】3月 22日 14 : 38大分発団体専用列車 6両 約 450名
（大分 296，中津約 150）
《愛知・三重など主に中京，岡山・広島・東京・静岡》
【２】3月 24日 16 : 50大分発《主に関西》
【１】3月 22日 14時集合，大分発専用臨時列車あけぼの 6両 506名
（大分 382＋宇佐 65＋中津 59）《不明》

大分，別府，宇佐，中津各駅で順次乗車，以下 3便計 650名
【１】3月 21日 大分発特急みどり 2号《岡山》
【１】3月 21日 大分発？特急富士《関東》
【１】3月 21日 大分発臨時急行あけぼの《関西・中部》
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が
「
小
口
求
人
の
集
團
赴
任
」
と
し
て
用
意
さ
れ
た
。
第
一
陣
は
四
二
（
一
便
二
八
＋
二
便
一
四
）
事
業
所
、
第
二
陣
は
一
〇
事
業
所
、

第
三
陣
は
五
事
業
所
へ
の
就
職
者
が
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
は
三
月
二
五
日
の
小
泉
製
麻
（
神
戸
市
）
か
ら
六
月
九
日
の
都
築
紡

（

）

績
第
二
次
（
愛
知
県
）
な
ど
に
至
る
大
企
業
ご
と
の
就
職
移
動
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
集
団
赴
任
の
一
環
で
は
あ
る
も
の
の
、
公

的
機
関
が
求
人
開
拓
の
段
階
か
ら
全
面
的
に
関
与
し
て
い
る
点
で
、
中
小
企
業
向
け
は
ま
さ
に
公
的
機
関
が
創
り
上
げ
た
移
動
現
象
だ
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
表
２
の
五
四
年
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
赴
任
者
数
を
合
計
す
る
と
三
七
八
名
と
な
る
。

一
九
五
六
年
の
第
二
陣
で
は
愛
知
県
尾
州
絹
化
繊
維
物
協
同
組
合
が
赴
任
先
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
集
団
求
人
制
度
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
制
度
を
労
働
省
が
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
五
六
年
度
（
山
口
、
二
〇
一
六
・
四
二
）
よ
り
も
わ
ず
か
な

（

）

が
ら
早
い
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
記
述
を
確
認
で
き
る
。「
こ
れ
ら
の
赴
任
は
高
校
の
三
月
八
日
、
中
学
校
の
三
月
一
六
日
関
西
汽

船
を
皮
切
り
に
県
の
赴
任
計
画
は
都
合
六
回
、
地
区
赴
任
で
は
犬
山
、
西
脇
、
岸
和
田
三
地
区
、
会
社
引
率
五
回
、
Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
職
員
に
よ

（

）

る
会
社
単
位
の
引
率
一
五
回
と
毎
日
の
よ
う
に
赴
任
が
行
わ
れ
」
た
。
高
卒
者
向
け
の
集
団
赴
任
を
含
め
て
六
陣
が
用
意
さ
れ
た
一
方

で
、
そ
れ
以
外
に
地
区
・
企
業
単
位
の
引
率
や
求
人
者
引
率
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
上
記
の
資
料
で
は
高
卒
者
向
け
の
集
団
赴
任

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
一
九
六
一
年
の
記
事
に
は
「
昨
年
ま
で
は
高
校
卒
は
個
人
で
就
職
し
て
お
り
、
集
団
赴
任
は
こ

（

）

と
し
が
初
め
て
」
と
あ
る
。
高
卒
者
関
連
に
つ
い
て
は
情
報
が
少
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
は
各
便
当
た
り
の
赴
任
者
数
が
数
百
人
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
大
企
業
と
中
小
企
業
と
い
う
企
業
規
模
に
よ

る
区
分
が
改
め
ら
れ
、
集
団
赴
任
が
一
元
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
因
だ
と
思
わ
れ
る
。
実
施
時
期
も
変
化
し
て
い
く
。
集
団
赴

任
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
ま
で
は
四
月
以
降
も
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
六
〇
年
代
以
降
で
は
三
月
二
二
日
ま
で
に
は
終
了
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
ま
た
表
２
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
六
二
年
ま
で
は
関
西
汽
船
の
船
便
（
表
２
の
▲
）
が
主
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
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（
２
）
計
画
輸
送
制
度
と
専
用
臨
時
就
職
列
車

計
画
輸
送
が
始
ま
っ
た
一
九
六
三
年
に
は
「
こ
と
し
か
ら
列
車
だ
け
」
と
題
さ
れ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

関
西
、
中
京
方
面
へ
の
中
卒
就
職
生
の
集
団
赴
任
が
こ
れ
ま
で
の
船
か
ら
列
車
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
分
鉄
局
で
は

…
…
初
の
「
就
職
専
用
列
車
」
を
運
転
す
る
計
画
で
、
具
体
的
対
策
を
急
い
で
い
る
。

…
…
こ
れ
ま
で
県
や
職
安
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
就
職
先
ま
で
集
団
で
送
り
届
け
て
い
た
。
し
か
し
輸
送
途
上
に
事
故
が
発
生
し

た
場
合
な
ど
責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
困
る
と
い
う
の
で
労
働
省
は
さ
き
に
「
中
卒
就
職
生
の
輸
送
は
い

っ
さ
い
日
本
交
通
公
社
に
ま
か
せ
よ
」
と
各
県
あ
て
に
通
達
を
出
し
た
。

こ
の
た
め
大
分
県
と
し
て
も
こ
と
し
三
月
、
…
…
日
本
交
通
公
社
大
分
案
内
所
に
一
任
、
輸
送
の
途
上
で
就
職
生
の
な
か
に
ケ
ガ

人
な
ど
が
出
た
と
き
は
い
っ
さ
い
交
通
公
社
が
責
任
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

…
…
船
か
ら
汽
車
に
切
り
替
え
た
の
は
①
船
の
場
合
だ
と
大
阪
ま
で
二
十
時
間
も
か
か
る
が
、
汽
車
だ
と
輸
送
時
間
が
約
半
分
に

短
縮
さ
れ
る
②
…
…
東
京
や
名
古
屋
地
方
へ
の
就
職
者
は
大
阪
で
乗
り
換
え
ね
ば
な
ら
な
い
③
三
月
は
高
校
の
修
学
旅
行
シ
ー
ズ
ン

と
重
な
る
の
で
乗
り
継
ぎ
す
れ
ば
混
雑
し
て
事
故
な
ど
が
起
こ
り
や
す
い
│
な
ど
の
理
由
か
ら
…
…
。

日
本
交
通
公
社
で
は
こ
と
し
の
…
…
就
職
者
を
約
三
千
人
と
み
て
分
鉄
局
と
具
体
的
な
輸
送
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。
分
鉄
局
と

し
て
は
一
応
三
月
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
日
の
四
日
間
、
七
両
か
ら
十
二
両
編
成
の
「
就
職
専
用
列
車
」
を
運
転
す
る
計
画
。

（

）

な
お
「
就
職
専
用
列
車
」
で
就
職
生
が
集
団
赴
任
す
る
の
も
大
分
県
で
は
初
め
て
。

こ
の
文
中
の
分
鉄
局
と
は
国
鉄
大
分
鉄
道
管
理
局
の
こ
と
で
あ
り
、
同
局
と
日
本
交
通
公
社
大
分
案
内
所
が
協
議
し
な
が
ら
鉄
道
に
よ
る
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計
画
輸
送
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
年
の
集
団
赴
任
（
予
定
）
者
数
で
あ
る
三
一
〇
〇
名
は
、
大
分
県
と
し
て
は
全

年
次
を
通
し
て
最
大
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

大
分
県
の
専
用
臨
時
就
職
列
車
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
か
ら
は
「
あ
け
ぼ
の
号
」
と
い
う
名
称
が
確
認
さ
れ
る
。
同
名
の
専
用
臨

（

）

時
就
職
列
車
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
鹿
児
島
県
で
運
行
さ
れ
て
い
た
た
め
、
あ
る
時
期
か
ら
は
九
州
全
域
に
お
け
る
一
元
的
な
計
画
輸
送

が
実
施
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
想
起
さ
れ
る
。
し
か
し
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（

）

一
九
六
七
年
以
降
で
は
東
芝
に
よ
っ
て
飛
行
機
を
利
用
し
た
集
団
赴
任
も
開
始
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
主
に
高
卒
者
向
け
で
あ
り
、
求

人
難
の
状
況
に
お
い
て
求
職
開
拓
に
お
け
る
企
業
Ｐ
Ｒ
の
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
山
口
、
二
〇
一
六
・
一
五
九
）。

（
３
）
集
団
赴
任
の
減
便
と
中
止

こ
の
よ
う
に
様
々
な
か
た
ち
で
実
施
さ
れ
て
き
た
集
団
赴
任
は
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
少
し
ず
つ
減
便
さ
れ
て
い
く
。
特
に
中
卒

者
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
進
学
率
が
上
昇
す
る
時
期
に
当
た
り
、
大
分
県
で
は
県
内
で
の
求
人
も
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
県
外
就
職
者

数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
く
中
で
（
図
２
）、
集
団
赴
任
の
形
態
も
合
理
化
さ
れ
て
い
く
。
一
九
六
八
年
か
ら
は
宮
崎
県
発
の
列
車
へ
の

（

）

混
乗
や
車
両
増
結
と
い
う
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
一
九
七
一
年
に
つ
い
て
は
「
特
別
仕
立
て
の
就
職
列
車
は
宮
崎
か
ら

（

）

の
集
団
就
職
者
を
乗
せ
、
大
分
駅
か
ら
十
二
両
編
成
に
し
て
乗
り
込
み
、
午
後
四
時
三
十
八
分
、
大
分
駅
を
出
発
し
た
」。
そ
し
て
一
九

（

）

七
三
年
に
は
「
例
年
、
二
本
の
集
団
就
職
列
車
が
出
て
い
た
が
、
こ
と
し
は
一
本
だ
け
」
と
な
り
、
翌
七
四
年
に
は
特
急
列
車
二
便
と
あ

（

）

け
ぼ
の
号
の
計
三
便
を
も
っ
て
大
分
県
か
ら
の
集
団
赴
任
は
姿
を
消
す
こ
と
と
な
る
。
翌
七
五
年
の
記
事
に
は
就
職
列
車
の
廃
止
理
由
が

記
さ
れ
て
い
る
。
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中
卒
就
職
者
の
集
団
就
職
列
車
と
し
て
毎
春
運
転
さ
れ
て
い
た
臨
時
列
車
が
こ
と
し
は
廃
止
に
な
っ
た
。「
金
の
卵
の
減
少
と
新

幹
線
へ
の
移
行
」
が
廃
止
の
理
由
だ
が
、
昭
和
二
十
七
年
ご
ろ
に
登
場
し
て
以
来
、
二
十
数
年
目
に
し
て
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

…
…就

職
列
車
を
組
む
分
鉄
局
で
は
、
こ
こ
三
年
ば
か
り
は
宮
崎
県
の
組
と
合
同
し
て
臨
時
便
を
出
し
た
が
、
こ
と
し
は
宮
崎
県
と
合

わ
せ
て
も
一
列
車
編
成
す
る
ほ
ど
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

就
職
列
車
廃
止
に
踏
み
切
っ
た
国
鉄
九
州
総
局
で
は
「
九
州
全
体
で
中
卒
就
職
者
が
激
減
し
、
特
別
に
列
車
を
編
成
し
て
も
定
員

に
満
た
な
い
。
ま
た
就
職
者
自
身
も
、
集
団
就
職
列
車
よ
り
も
三
月
に
開
業
す
る
新
幹
線
を
利
用
す
る
度
合
い
が
高
く
な
る
も
よ
う

だ
」
と
い
っ
て
い
る
。
最
盛
時
の
昭
和
三
十
九
年
に
は
、
九
州
全
体
で
四
万
人
も
の
中
卒
者
を
運
び
、
昨
年
も
延
べ
七
千
人
を
九
本

（

）

の
列
車
で
運
ん
だ
就
職
列
車
は
、
不
況
風
の
吹
く
中
で
二
十
数
年
目
に
し
て
姿
を
消
す
わ
け
。

こ
の
記
事
で
は
中
卒
就
職
者
の
減
少
と
と
も
に
新
幹
線
の
運
行
が
就
職
列
車
の
廃
止
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
五
年
に
は

山
陽
新
幹
線
の
博
多
乗
り
入
れ
が
始
ま
り
、
一
九
五
一
年
以
来
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
運
行
さ
れ
て
き
た
東
京
行
き
急
行
の
高
千
穂
号
が

（

）

廃
止
さ
れ
て
い
る
。
表
２
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
高
千
穂
号
は
集
団
赴
任
で
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。

以
上
が
大
分
県
か
ら
の
集
団
赴
任
の
概
要
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
は
関
西
汽
船
に
よ
る
船
便
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
計
画
輸
送
制

度
が
始
ま
っ
た
一
九
六
三
年
を
機
に
鉄
道
便
に
一
元
化
さ
れ
た
。
初
期
に
は
大
企
業
と
中
小
企
業
向
け
と
は
別
の
扱
い
で
あ
り
、
実
施
期

間
も
四
月
以
降
ま
で
設
定
さ
れ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
前
後
か
ら
は
各
便
で
輸
送
さ
れ
る
就
職
者
数
が
増
加
し
、
実
施
期
間
も
三
月
中
の

一
定
の
時
期
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
期
に
は
県
外
就
職
者
の
減
少
に
よ
っ
て
集
団
赴
任
の
便
数
が
減
少
し
、
一
九
七
四
年

が
最
終
年
と
な
っ
た
。
山
陽
新
幹
線
の
九
州
で
の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
一
九
七
五
年
に
は
九
州
全
体
で
集
団
赴
任
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
う
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し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
４
）
一
九
五
八
年
の
集
団
赴
任
計
画

こ
こ
で
特
定
の
年
次
の
集
団
赴
任
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
見
て
み
て
み
た
い
。
大
分
県
公
文
書
館
に
は
大
分
県
職
業
安
定
課
が
作
成
し

た
『
昭
和
三
十
三
年
学
卆
県
外
就
職
者
集
団
赴
任
取
扱
要
領
』
と
い
う
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
こ
の
『
要
領
』
に
類
す

る
そ
の
他
の
資
料
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
の
赴
任
者
は
同
県
全
域
か
ら
別
府
港
に
集

ま
り
、
船
便
を
利
用
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
向
か
っ
た
。

こ
の
『
要
領
』
に
は
集
団
赴
任
の
方
法
、
計
画
人
数
、
費
用
の
概
算
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
一
二

赴
任
に
伴

う
事
前
措
置
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

１
．
あ
ら
か
じ
め
求
人
者
と
打
合
せ
の
上
、
赴
任
日
を
決
定
し
、
引
渡
場
所
ま
で
の
出
迎
へ
要
請
等
に
つ
い
て
万
全
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

２
．
赴
任
予
定
数
を
別
紙
様
式
六
に
よ
り
当
課
あ
て
出
発
七
日
前
ま
で
に
、
又
赴
任
予
定
者
を
別
紙
様
式
七
に
よ
り
受
入
安
定
所
及

び
当
課
あ
て
出
発
五
日
前
ま
で
に
通
報
す
る
こ
と
。

３
．
旅
費
前
拂
の
事
務
所
に
旅
費
を
請
求
す
る
場
合
は
、
請
求
金
額
、
送
金
先
等
す
べ
て
十
二
月
四
日
付
職
方
二
八
一
〇
号
通
達
に

準
じ
実
施
す
る
こ
と
。

４
．
当
課
あ
て
送
金
の
あ
っ
た
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
関
係
安
定
所
あ
て
通
報
す
る
。

５
．
赴
任
者
に
は
本
県
か
ら
の
赴
任
で
あ
る
こ
と
を
標
示
す
る
た
め
に
胸
に
「
大
分
県
」
並
び
に
「
安
定
所
名
」
を
記
載
し
た
黄
色

就
職
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車
と
就
職
船
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リ
ボ
ン
を
着
用
せ
し
め
る
こ
と
。

６
．
赴
任
者
に
は
、
下
車
（
船
）
場
所
、
就
職
先
求
人
者
名
、
所
在
地
、
管
轄
安
定
所
名
、
雇
用
条
件
（
、）
携
行
品
、
赴
任
旅
費

（

）

支
給
方
法
等
再
確
認
せ
し
め
誤
っ
て
赴
任
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
充
分
配
慮
す
る
こ
と
。

７
．
赴
任
者
の
荷
物
に
は
必
ら
ず
荷
札
を
つ
け
る
こ
と
。

こ
の
年
の
集
団
赴
任
で
は
行
き
先
ご
と
に
七
陣
（
七
便
）
が
用
意
さ

れ
、
い
ず
れ
も
関
西
汽
船
が
利
用
さ
れ
た
（
表
２
）。『
要
領
』
で
は
別
府

港
へ
の
集
合
方
法
や
下
船
後
の
行
程
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
県
内
の
各

職
業
安
定
所
管
内
か
ら
は
「
日
田
以
外
の
安
定
所
は
赴
任
当
日
、
日
田
安

定
所
は
前
日
出
身
地
出
発
と
し
、
前
日
出
発
者
の
宿
泊
は
、
大
分
県
赴
任

者
宿
泊
所
（
別
府
安
定
所
内
）
と
す
る
」。
そ
し
て
定
め
ら
れ
た
時
間
に

別
府
港
に
近
い
「
な
か
よ
し
公
園
」
に
集
合
し
、
出
身
地
（
職
安
）
別
の

班
を
目
的
地
別
の
班
に
再
編
成
し
て
か
ら
（
図
３
）、
名
簿
に
よ
る
人
員

点
呼
、
引
率
者
の
紹
介
、
見
送
り
者
・
赴
任
者
代
表
に
よ
る
「
激
励
挨

（

）

拶
」
が
な
さ
れ
た
。
七
陣
ま
で
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
十
三
時
二
〇
分
に

各
班
ご
と
に
別
府
桟
橋
に
向
か
い
、
そ
こ
で
再
集
合
し
て
か
ら
乗
船
切
符

が
各
班
引
率
者
か
ら
渡
さ
れ
、
十
四
時
に
乗
船
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ

た
。
実
際
に
三
月
一
五
日
の
第
一
陣
こ
が
ね
丸
、
翌
一
六
日
の
第
二
陣
る

図 3 別府市なかよし公園における集合時の行動
注：図中の「ペソ」とは公共職業安定所（PESO）のこ

とである。
資料：『昭和三十三年学卆県外就職者集団赴任取扱要

領』，「五 引継方法」の図を清書。
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（

）

り
丸
の
際
に
は
そ
の
通
り
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
一
四
時
半
に
出
港
し
て
い
る
。

赴
任
経
路
と
就
職
者
た
ち
の
事
業
主
へ
の
引
渡
場
所
・
時
刻
は
表
３
の
通
り
で
あ
っ
た
。
特
に
中
京

地
区
に
関
し
て
は
、
大
阪
か
ら
名
古
屋
ま
で
は
近
畿
日
本
鉄
道
の
列
車
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
東
京
地

区
に
つ
い
て
は
神
戸
経
由
で
国
鉄
に
乗
り
換
え
た
。
一
四
時
の
乗
船
時
点
か
ら
で
も
名
古
屋
ま
で
二
四

時
間
、
東
京
ま
で
二
八
時
間
以
上
の
行
程
で
あ
っ
た
。
当
時
の
運
賃
に
つ
い
て
同
資
料
の
「
別
紙
２
」

か
ら
判
断
す
る
と
別
府
〜
大
阪
間
は
「
関
西
汽
船
三
割
引
」
で
七
三
五
円
、
大
阪
〜
名
古
屋
間
は
近
鉄

で
三
八
〇
円
、
大
阪
〜
京
都
間
は
省
線
で
一
〇
〇
円
と
な
る
。
赴
任
費
用
は
就
職
先
の
事
業
所
持
ち
で

あ
っ
た
。
ま
た
「
別
紙
６
」
の
「
註
」
に
は
「
高
卆
者
は
、
そ
の
旨
備
考
欄
に
記
載
す
る
こ
と
」
と
あ

り
、
高
卒
者
も
同
乗
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

（
５
）
集
団
赴
任
の
光
景

以
上
は
『
昭
和
三
十
三
年
学
卆
県
外
就
職
者
集
団
赴
任
取
扱
要
領
』
に
依
拠
し
た
集
団
赴
任
の
説
明

と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
就
職
者
を
含
む
関
係
者
た
ち
は
こ
う
し
た
事
務
的
な
手
続
き
の
中
で
は
る
か
に
劇

的
な
経
験
を
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
翌
五
九
年
の
別
府
港
の
光
景
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

阪
神
地
区
な
ど
に
就
職
す
る
県
下
中
学
新
卒
生
の
集
団
赴
任
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
第
一
陣
の
五

百
五
十
八
人
が
佐
藤
県
商
工
労
働
部
長
に
引
率
さ
れ
て
十
四
日
午
後
二
時
半
、
別
府
港
出
港
の
関

西
汽
船
一
便
で
出
発
し
た
。
…
…

表 3 1958年における大分県別府港からの集団赴任（行程・引渡場所および時刻）

引渡時刻

10時 00分
11時 00分
14時 00分
18時 23分

資料：『昭和三十三年学卆県外就職者集団赴任取扱要領』、「七 赴任経路」および「九 引渡場
所及び時刻」より作成。

引渡場所

大分県大阪物産観光館
七條公共職業安定所
近鉄名古屋駅
国鉄東京駅

鉄道の行程

─
国鉄・大阪─京都
近鉄・上六─名古屋
国鉄急行・神戸─東京

バス着地

大分県大阪物産観光館
大阪駅（国鉄）
上六駅（近鉄）
神戸駅（国鉄）

関西汽
船着地

天保山
天保山
天保山
神戸港

地区

大阪
京都
中京
東京
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午
後
二
時
か
ら
乗
船
し
た
が
、
船
室
に
荷
物
を
置
く
の
も
も
ど
か
し
く
、
み
ん
な
甲
板
に
か
け
上
り
桟
橋
を
埋
め
た
約
千
人
の
父

兄
や
先
生
、
学
友
た
ち
と
の
間
に
赤
、
青
、
黄
の
テ
ー
プ
を
交
わ
し
た
。
目
を
真
赤
に
泣
き
は
ら
し
「
お
母
さ
ん
」
と
叫
び
な
が
ら

タ
ラ
ッ
プ
を
か
け
降
り
よ
う
と
す
る
女
生
徒
、
元
気
な
声
で
見
送
り
に
き
た
学
友
と
談
笑
す
る
男
子
生
徒
、
こ
ま
ご
ま
と
出
航
間
ぎ

わ
ま
で
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
る
母
親
、
桟
橋
は
別
れ
の
悲
し
み
と
新
し
い
人
生
へ
の
出
発
の
喜
び
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
。

ド
ラ
が
出
港
を
告
げ
る
と
同
時
に
「
バ
ン
ザ
イ
」「
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」
の
歓
声
が
わ
き
起
っ
た
。
自
衛
隊
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
奏
す

る
「
ほ
た
る
の
光
」
に
送
ら
れ
、
出
発
す
る
こ
ど
も
た
ち
も
見
送
る
人
た
ち
も
、
お
互
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を
振
っ
て
い

（

）
た
。

こ
う
し
た
光
景
は
列
車
利
用
に
一
元
化
さ
れ
て
か
ら
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
次
は
一
九
七
〇
年
に
お
け
る
専
用
臨
時
就
職
列
車
あ

け
ぼ
の
号
に
よ
る
赴
任
の
光
景
で
あ
る
。

「
元
気
で
が
ん
ば
れ
」「
お
盆
に
は
必
ず
帰
っ
て
お
い
で
」
│
こ
の
三
月
、
中
学
を
巣
立
っ
た
ば
か
り
の
若
者
た
ち
の
期
待
と
不
安

を
乗
せ
た
集
団
就
職
列
車
�
あ
け
ぼ
の
号
�
が
こ
と
し
も
十
九
日
午
後
四
時
十
分
大
分
駅
を
出
発
し
て
行
っ
た
。

こ
の
日
出
発
し
た
の
は
、
第
一
陣
で
、
中
国
、
関
西
、
中
京
方
面
に
就
職
す
る
も
の
た
ち
で
、
大
分
か
ら
五
百
五
十
二
人
、
中
津

か
ら
三
百
人
の
計
八
百
五
十
二
人
。
出
発
に
先
立
ち
、
就
職
生
た
ち
は
午
後
一
時
か
ら
大
分
市
の
上
野
ケ
丘
中
学
校
体
育
館
に
集
ま

り
、
各
赴
任
地
別
に
班
の
編
制
を
行
な
い
、
赴
任
上
の
注
意
な
ど
を
受
け
た
。
…
…
こ
の
あ
と
、
六
台
の
貸
し
切
り
バ
ス
で
大
分
駅

へ
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
は
約
二
千
人
の
家
族
や
同
級
生
、
先
生
た
ち
が
見
送
り
、
列
車
に
就
職
生
た
ち
が
乗
り
込
む
と
、
ど
の
窓

も
鈴
な
り
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
て
励
ま
す
同
級
生
、
色
と
り
ど
り
の
テ
ー
プ
を
渡
し
合
う
先
生
と
教
え
子
、
だ
ま
っ
て
涙
を
流
す
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母
と
子
な
ど
別
れ
を
惜
し
む
風
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

こ
と
し
は
特
に
分
鉄
局
の
協
調
楽
団
が
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
�
希
望
に
燃
え
て
��
若
い
力
�
な
ど
を
演
奏
、
就
職
生
た
ち
を
励

ま
し
た
。
午
後
四
時
十
分
、
発
車
の
ベ
ル
が
ホ
ー
ム
に
鳴
り
渡
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
「
が
ん
ば
れ
よ
」「
か
ら
だ
に
気
を
つ
け
て
」

（

）

と
い
っ
た
声
と
と
も
に
別
れ
を
惜
し
む
す
す
り
泣
き
の
声
も
も
れ
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
熱
っ
ぽ
い
ふ
ん
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
別
れ
の
光
景
は
集
団
就
職
の
イ
メ
ー
ジ
を
色
濃
く
創
り
出
し
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
若
年
労
働
者
の
集
団
赴
任
で

は
、
就
職
者
本
人
た
ち
を
含
む
多
数
の
関
係
者
が
希
望
と
不
安
の
渦
巻
く
状
況
に
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
出
郷
に
と
も
な

う
故
郷
や
家
族
、
友
人
や
知
人
と
の
別
離
の
経
験
は
普
遍
的
な
も
の
で
も
あ
り
、
い
か
な
る
集
団
赴
任
で
も
、
あ
る
い
は
移
動
現
象
一
般

に
お
い
て
も
同
様
の
側
面
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
光
景
そ
れ
ぞ
れ
を
記
録
し
記
憶
す
る
こ
と
も
大
切
か
も
し
れ
な
い

が
、
本
稿
で
は
こ
の
程
度
に
と
ど
め
て
お
く
。

Ⅳ

ま
と
め
に
か
え
て

以
上
で
は
大
分
県
を
対
象
に
、
ま
ず
は
集
団
就
職
が
戦
後
に
お
い
て
い
か
に
「
再
開
」
さ
れ
、
変
化
し
て
き
た
か
を
確
認
し
た
。
そ
の

上
で
集
団
赴
任
の
展
開
を
詳
述
し
た
。

集
団
就
職
は
高
度
経
済
成
長
期
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
は
後
年
か
ら
見
た
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
実
際
に
は
戦
前
か
ら
続
く
現
象
で
あ
る
。
特
に
戦
後
に
つ
い
て
は
、
紡
績
業
界
の
操
短
問
題
と
不
当
雇
用
慣
行
に
対
す
る
労
働
行
政

の
強
化
に
よ
っ
て
集
団
就
職
関
連
の
現
象
が
よ
り
強
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
操
短
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
拙
著
（
山
口
、
二
〇
一

就
職
列
車
と
就
職
船

二
四



六
）
で
も
ほ
と
ん
ど
未
解
明
だ
っ
た
部
分
で
あ
り
、
新
た
な
説
と
し
て
本
稿
で
提
示
し
た
。

集
団
赴
任
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
一
つ
の
場
所
に
お
け
る
集
団
赴
任
の
長
期
的
展
開
を
解
明
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
大
分
県
に
お
い
て
集
団
赴
任
が
確
実
に
実
施
さ
れ
た
最
初
の
年
は
一
九
五
三
年
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
ま
で
は
船
便
を
中
心

と
し
て
鉄
道
便
も
併
用
さ
れ
て
い
た
。
当
初
は
中
小
企
業
向
け
と
大
企
業
向
け
の
赴
任
は
別
扱
い
で
あ
り
、
実
施
期
間
も
長
か
っ
た
が
、

そ
れ
ら
は
次
第
に
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
計
画
輸
送
制
度
が
導
入
さ
れ
た
一
九
六
三
年
以
降
で
は
専
用
臨
時
就
職
列
車
を
含

む
鉄
道
便
だ
け
に
な
り
、
集
団
赴
任
は
一
九
七
四
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
一
九
七
五
年

に
は
九
州
全
域
で
計
画
輸
送
に
よ
る
集
団
赴
任
が
中
止
さ
れ
た
。

『
昭
和
三
十
三
年
学
卆
県
外
就
職
者
集
団
赴
任
取
扱
要
領
』
と
い
う
資
料
を
利
用
し

て
別
府
港
か
ら
の
集
団
赴
任
の
状
況
も
確
認
し
た
。
船
便
に
よ
る
集
団
赴
任
の
集
合
場

所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
別
府
市
の
「
な
か
よ
し
公
園
」
は
、
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
が

経
過
し
た
二
〇
一
七
年
現
在
で
も
同
名
の
公
園
と
し
て
存
続
し
て
い
る
（
写
真
）。
も

っ
と
も
、
か
つ
て
の
集
団
就
職
の
光
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
は
何
も
な
い
。

集
団
就
職
は
過
去
の
出
来
事
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
集
団
就
職
を
め

ぐ
る
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
語
り
が
一
層
強
化
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
同

時
に
、
集
団
就
職
と
い
う
現
象
を
相
対
化
し
て
見
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
き
た
。
後

者
の
よ
う
な
観
点
は
、
既
存
の
集
団
就
職
イ
メ
ー
ジ
を
好
む
人
々
に
は
お
そ
ら
く
容
易

に
は
受
容
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
社
会
科
学
者
に
は
必
要
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
現
象
に
つ
い
て
情
報
収
集
す
る
中
で
、
新
た
な
関
連
現
象
が
見
出
さ
れ
る
こ
と

写真 別府市のなかよし公園
（2017年筆者撮影）
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も
あ
る
。
た
と
え
ば
大
分
県
に
関
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
か
ら
少
な
く
と
も
六
四
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
高
校
生
の
「
県
外
集
団
ア
ル
バ
イ

（

）

ト
」
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
県
内
に
適
切
な
雇
用
先
が
な
い
た
め
そ
の
代
替
策
と
し
て
、
高
校
卒
業
後
を
見
越
し
て
社
会
勉
強

の
機
会
と
し
て
、
あ
る
い
は
一
種
の
修
学
旅
行
と
し
て
、
夏
期
休
暇
中
の
七
月
下
旬
か
ら
八
月
下
旬
の
約
一
ヵ
月
間
に
数
百
人
を
愛
知
県

（
瀬
戸
市
、
一
宮
市
な
ど
）
と
大
阪
府
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
。
中
心
的
な
受
入
先
で
あ
っ
た
愛
知
県
に
も
労
働
力
需
要
県
と
し
て
の
実
施

（

）

理
由
が
あ
り
、
同
県
労
働
部
は
「
中
小
企
業
の
人
出
不
足
を
少
し
で
も
補
お
う
と
」
大
分
県
と
長
崎
県
に
働
き
か
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ア
ル
バ
イ
ト
生
た
ち
は
新
規
学
卒
者
と
同
様
に
船
便
や
鉄
道
便
を
利
用
し
て
集
団
赴
任
し
て
い
た
。
管
見
で
は
大
分
県
で
も
愛
知
県

で
も
関
連
す
る
行
政
資
料
を
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
の
事
業
は
明
ら
か
に
集
団
就
職
の
諸
制
度
を
援
用
し
て
実
施
さ
れ
て
い
よ
う
。

こ
う
し
た
制
度
面
で
の
発
見
と
と
も
に
、
当
時
の
就
職
者
た
ち
の
社
会
関
係
な
ど
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九

六
七
年
に
は
「
遠
く
故
郷
を
離
れ
て
岐
阜
、
三
重
、
愛
知
三
県
下
で
働
い
て
い
る
九
州
の
青
少
年
た
ち
が
『
手
を
取
り
励
ま
し
合
っ
て
ゆ

こ
う
』
と
、
十
九
日
午
後
一
時
か
ら
名
古
屋
市
昭
和
区
鶴
舞
公
園
の
名
古
屋
市
公
会
堂
会
議
室
で
、�
東
海
地
区
九
州
っ
子
の
会
�
設
立

（

）

総
会
発
会
式
を
行
な
っ
た
」。
他
方
で
一
九
六
九
年
に
は
兵
庫
県
尼
崎
市
へ
集
団
就
職
し
た
別
府
出
身
者
が
就
職
後
二
日
間
だ
け
で
帰
郷

（

）

し
、
窃
盗
容
疑
の
た
め
別
府
市
内
で
補
導
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
象
は
新
聞
記
事
を
利
用
す
る
だ
け
で
も
今
少
し
多
く
の
理
解
を
得

ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

な
お
、
以
上
に
お
い
て
、
大
分
県
か
ら
の
赴
任
先
と
し
て
し
ば
し
ば
神
戸
市
の
小
泉
製
麻
の
名
が
挙
が
っ
て
い
た
。
同
社
は
大
分
県
か

ら
多
数
の
若
年
労
働
者
を
雇
用
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
次
稿
で
は
、
同
社
の
資
料
を
通
じ
て
、
大
企
業
と
集
団
就
職
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
の
作
成
に
当
た
り
大
分
県
公
文
書
館
の
皆
様
、
大
分
県
立
図
書
館
、
瀬
戸
蔵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
愛
知
県
瀬
戸
市
）
の
武
藤
忠
司
館
長
、
小
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泉
製
麻
株
式
会
社
（
神
戸
市
）
の
豊
田
旬
子
氏
な
ど
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
稿
の
内
容
の
一
部
は
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
八
日
の
人
文
地
理

学
会
大
会
特
別
研
究
発
表
（
明
治
大
学
）
で
言
及
し
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注
（
�
）
こ
の
列
車
は
一
九
八
二
年
の
番
組
『
ふ
る
さ
と
の
証
言
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
（
中
島
、
一
九
八
二
・
二
〇
）。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ニ
ク

ル
（https://w

w
w
.nhk.or.jp/archives/chronicle/

）
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
同
番
組
の
最
終
回
「
青
森
駅

昭
和
二
九
年

最
初
の
集
団
就

職
列
車
」（
一
九
八
二
年
三
月
九
日
）
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。「
青
森
県
職
安
課
が
全
国
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
集
団

就
職
列
車
を
上
野
駅
に
走
ら
せ
た
の
は
昭
和
二
九
年
四
月
。
こ
の
列
車
で
就
職
し
た
中
卒
者
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
そ
の
後
の
姿
を
紹
介

し
な
が
ら
集
団
就
職
列
車
元
年
を
浮
き
彫
り
に
す
る
」。
こ
の
番
組
に
出
演
し
た
と
い
う
元
青
森
県
職
業
安
定
課
職
員
や
元
大
鰐
中
学
校
教

諭
、
あ
る
い
は
番
組
制
作
者
が
「
全
国
の
ト
ッ
プ
」
と
い
う
神
話
の
起
源
を
創
り
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
説
を
検

証
し
な
い
ま
ま
繰
り
返
し
て
き
た
研
究
者
の
姿
勢
も
同
時
に
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
�
）
愛
知
県
の
事
例
で
は
、
一
九
三
九
年
に
専
用
臨
時
就
職
列
車
が
運
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
資
料
的
限
界
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
も
し
同
年

に
愛
知
県
に
向
け
て
専
用
臨
時
就
職
列
車
が
運
行
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
一
九
三
九
年
秋
田
発
上
野
行
き
」
よ
り
も
早
い
段

階
で
の
、
つ
ま
り
日
本
初
の
事
例
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
�
）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
四
四
年
三
月
二
三
日
。
同
年
に
募
集
ブ
ロ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、『
大

分
合
同
新
聞
』
で
は
、
戦
時
体
制
下
で
の
集
団
就
職
関
連
の
記
事
を
見
つ
け
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
一
九
三
九
年
三
月
二
四

日
や
四
〇
年
三
月
一
日
の
記
事
で
は
高
等
小
学
校
卒
業
者
の
軍
需
工
場
（
重
要
産
業
）
へ
の
就
職
に
つ
い
て
、
一
九
四
二
年
三
月
一
二
日

の
記
事
で
は
別
府
の
、
四
三
年
三
月
二
六
日
の
記
事
で
は
臼
杵
の
国
民
学
校
卒
業
者
の
就
職
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

（
�
）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
四
九
年
三
月
一
日
。
以
下
、
引
用
文
中
の
補
足
・
中
略
は
引
用
者
に
よ
る
。

（
�
）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
三
年
一
月
二
〇
日
。

（
�
）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
一
年
月
一
四
日
。

（
�
）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
一
年
二
月
一
五
日
。

（
�
）
な
お
、
大
分
縣
『
昭
和
二
六
年
度
職
業
安
定
行
政
年
報
』（
一
九
五
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
同
県
で
は
一
九
五
〇
年
に
は
「
新
規
学
卒
雇
用
促

進
は
年
間
運
動
と
な
る
（
一
〇
月
）」（
二
）
と
あ
る
。
ま
た
一
九
五
二
年
に
は
「
一
般
の
求
職
票
を
例
年
用
い
て
を
る
た
め
、
各
所
共
不
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便
を
感
じ
て
を
り
、
従
っ
て
各
所
任
意
の
形
式
の
相
談
票
を
作
成
使
用
し
て
を
り
爲
に
業
務
處
理
の
一
貫
性
を
欠
く
恐
れ
が
あ
つ
た
の
で
、

學
卒
用
の
特
殊
な
職
業
相
談
票
を
縣
に
於
て
統
一
作
成
し
た
」（
二
五
）
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
新
規
学
卒
者
向
け
の
職
業
紹
介
制

度
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

（
�
）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
四
九
年
三
月
三
一
日
。
な
お
、
職
安
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
弱
化
し
て
い
た
背
景
に
は
、
一
九
三
八
年
に
お
け
る
職
業

紹
介
所
の
国
営
化
に
と
も
な
う
小
規
模
紹
介
所
の
廃
止
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
（
山
口
、
二
〇
一
六
・
一
八
七
）。

（

）
朝
日
新
聞
、
一
九
五
二
年
三
月
二
九
日
。
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
二
年
三
月
二
三
日
。

（

）
朝
日
新
聞
、
一
九
五
二
年
三
月
三
〇
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
二
年
三
月
二
三
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
二
年
一
月
一
六
日
夕
刊
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
二
年
二
月
一
四
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
二
年
二
月
一
四
日
、
同
一
八
日
、
同
三
月
二
九
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
二
年
二
月
一
八
日
夕
刊
。
な
お
「
集
団
就
職
」
と
い
う
語
を
使
用
し
た
記
事
と
し
て
筆
者
が
確
認
で
き
た
そ
の

次
の
例
は
一
九
五
六
年
三
月
二
〇
日
の
も
の
で
あ
り
、
五
九
年
三
月
一
四
日
の
記
事
以
降
で
は
継
続
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（

）
無
記
名
（
一
九
五
三
）「
陸
と
海
か
ら
新
規
学
校
卒
業
者
の
巢
立
ち
」
職
業
安
定
広
報
四
│
六
、
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
三
年
一
月
一
一
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
三
年
一
月
二
四
日
夕
刊
。

（

）
大
分
縣
広
報
協
會
（
一
九
五
三
）『
縣
政
の
窓

十
二
月
号
』、
一
七
頁
。
以
下
、
同
名
の
資
料
は
す
べ
て
大
分
県
公
文
書
館
所
蔵
。

（

）
大
分
縣
広
報
協
會
（
一
九
五
四
）『
縣
政
の
窓

七
月
号
』、
三
八
頁
。

（

）
大
分
縣
広
報
協
會
（
一
九
五
四
）『
縣
政
の
窓

七
月
号
』、
三
九
頁
。

（

）
大
分
縣
広
報
協
會
（
一
九
五
四
）『
縣
政
の
窓

二
月
号
』、
二
頁
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
〇
年
三
月
二
〇
日
。

（

）
大
分
縣
広
報
協
會
（
一
九
五
四
）『
縣
政
の
窓

二
月
号
』、
二
頁
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
二
年
九
月
一
日
。
な
お
一
九
六
九
年
に
は
「
別
府
地
区
雇
用
協
議
会
は
中
卒
就
職
者
の
地
元
就
職
を
促
進
す
る
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た
め
、
早
期
求
人
運
動
を
展
開
、
求
人
一
覧
表
を
別
府
職
安
管
内
の
全
生
徒
と
県
内
各
中
学
校
に
配
る
こ
と
に
し
て
い
る
」（
同
一
九
六
九

年
三
月
二
一
日
夕
刊
）。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
〇
年
三
月
二
〇
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
九
年
三
月
二
〇
日
。
な
お
「
大
分
県
は
従
来
、
労
働
力
の
供
給
県
だ
っ
た
が
、
四
十
七
年
度
に
は
一
般
労
働
市

場
の
求
人
倍
率
が
一
・
一
倍
と
初
め
て
求
人
件
数
が
求
職
件
数
を
上
回
り
、
労
働
力
需
要
県
と
な
っ
た
」（
同
一
九
七
四
年
三
月
二
五
日
）

と
の
説
明
も
あ
る
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
二
年
三
月
二
一
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
四
年
三
月
二
五
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
九
年
三
月
二
〇
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
一
年
三
月
二
四
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
二
年
三
月
二
一
日
夕
刊
。
な
お
、
大
分
県
内
か
ら
大
分
市
内
へ
就
職
し
た
新
規
中
卒
者
を
歓
迎
す
る
た
め
の

「
大
分
市
中
卒
就
職
者
受
け
入
れ
式
」
は
お
そ
ら
く
一
九
六
二
年
に
開
始
さ
れ
て
い
る
（
同
一
九
六
二
年
三
月
一
四
日
、
六
七
年
三
月
一
八

日
夕
刊
参
照
）。

（

）
も
っ
と
も
一
九
七
六
・
七
七
年
で
も
新
規
中
卒
者
を
「
金
の
卵
」
と
し
て
描
い
た
新
聞
記
事
が
見
出
さ
れ
る
（
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七

六
年
一
月
九
日
、
同
七
七
年
一
月
八
日
）。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
六
年
三
月
一
八
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
五
年
二
月
一
四
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
三
年
一
月
二
一
日
夕
刊
、
同
四
月
二
一
日
。
一
月
下
旬
の
記
事
で
あ
る
前
者
に
は
、
引
率
者
の
職
安
職
員
に
よ

る
「
中
学
を
卒
業
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
」
と
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
見
た
鹿
児
島
県
な
ど
の
「
売
り
込
み
戦
法
」
と
同

様
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（

）
大
分
縣
広
報
協
會
（
一
九
五
四
）『
縣
政
の
窓

七
月
号
』、
三
八
│
三
九
頁
。

（

）
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
愛
知
県
の
都
築
紡
績
（
四
〇
名
）
へ
の
赴
任
は
四
月
末
の
予
定
が
六
月
末
に
延
期
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る

（
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
四
年
五
月
二
〇
日
夕
刊
）。
表
２
の
記
載
と
は
異
な
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
は
延
期
理
由
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に
つ
い
て
は
「
銀
行
の
金
融
引
締
め
な
ど
に
よ
っ
て
宿
舎
が
で
き
な
い
た
め
」
と
の
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（

）
な
お
、
愛
知
県
瀬
戸
市
の
企
業
・
職
安
は
一
九
五
三
年
に
鹿
児
島
県
で
集
団
求
人
を
実
施
し
て
い
る
（
新
愛
知
タ
イ
ム
ズ
、
一
九
五
三
年

二
月
一
一
日
）。

（

）
大
分
縣
『
職
業
安
定
行
政
年
報

一
九
五
七
年
』、
四
三
頁
。
な
お
文
中
の
「
Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
」
と
は
公
共
職
業
安
定
所
の
こ
と
で
あ
る
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
一
年
三
月
一
三
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
三
年
一
月
一
三
日
。

（

）
山
口
（
二
〇
一
六
）、
一
六
六
、
注
（
８
）
参
照
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
七
年
三
月
一
六
日
、
同
一
九
六
八
年
三
月
一
七
日
、
同
一
九
六
九
年
三
月
二
〇
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
八
年
三
月
二
三
日
な
ど
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
一
年
三
月
二
四
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
三
年
三
月
二
三
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
四
年
三
月
二
二
日
夕
刊
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
五
年
二
月
一
四
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
五
年
三
月
四
日
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
高
千
穂
号
を
利
用
し
て
大
分
県
か
ら
東
京
に
行
く
場
合
に
は
「
二
十

二
時
間
二
十
三
分
」
か
か
っ
た
と
い
う
。

（

）
赴
任
者
に
対
し
て
「
雇
用
条
件
」
を
再
確
認
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
就
職
者
た
ち
は
雇
用
条
件
を
あ
る
程
度
理
解
し
た
上
で
就
職

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（

）
な
お
翌
一
九
五
九
年
の
第
二
陣
（
三
月
一
六
日
）
に
つ
い
て
は
「
出
発
に
先
立
ち
別
府
市
な
か
よ
し
公
園
で
激
励
壮
行
会
が
行
わ
れ
る
予

定
だ
っ
た
が
、
雨
の
た
め
会
場
を
魚
市
場
に
移
し
て
午
後
一
時
か
ら
行
わ
れ
、
木
下
知
事
が
『
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
激
励
し
た
」

（
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
九
年
三
月
一
七
日
）。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
八
年
三
月
一
六
日
、
同
一
七
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
五
九
年
三
月
一
五
日
。
こ
の
時
に
は
大
分
合
同
新
聞
社
の
吉
田
記
者
、
熊
野
カ
メ
ラ
マ
ン
が
る
り
丸
に
乗
船
し
て

大
阪
ま
で
同
行
し
、
同
三
月
一
六
日
の
新
聞
記
事
で
大
阪
に
到
着
し
て
か
ら
の
様
子
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
一
九
六
九
年
に
は
同
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社
の
斉
藤
記
者
が
就
職
列
車
第
一
陣
に
乗
車
し
て
記
事
を
書
い
て
い
る
（
同
一
九
六
九
年
三
月
二
一
日
）。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
七
〇
年
三
月
二
〇
日
。

（

）
『
大
分
合
同
新
聞
』
の
関
連
記
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
七
月
二
一
日
、
同
七
月
二
二
日
、
六
一
年
七
月
二
四
日
夕
刊
、
同

七
月
二
五
日
、
同
六
二
年
七
月
二
三
日
、
同
六
三
年
七
月
二
四
日
、
同
六
四
年
七
月
二
三
日
。
同
七
月
二
四
日
。

（

）
中
部
日
本
新
聞
、
一
九
六
〇
年
七
月
二
一
日
市
民
版
。
同
新
聞
の
関
連
記
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
同
七
月
二
二
日
市
民
版
、
同
七
月

二
四
日
夕
刊
、
六
一
年
七
月
二
五
日
市
民
版
、
同
七
月
二
六
日
夕
刊
市
民
版
、
六
二
年
七
月
二
一
日
市
民
版
、
六
三
年
七
月
二
四
日
夕
刊
。

ま
た
瀬
戸
市
制
七
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
（
一
九
九
九
）
に
は
一
九
六
二
年
に
「
大
分
県
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
高
校
生
が
来
瀬
」
し

た
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
五
二
）。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
七
年
三
月
二
〇
日
。

（

）
大
分
合
同
新
聞
、
一
九
六
九
年
三
月
二
六
日
。
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